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Was Debussy's〈Pagoda〉born from javanese gamelan exhibited  












はこの 1889 年万博での出会いが紹介される。またしばしば 1903 年作《版画》の第一曲〈塔〉
が引き合いに出され、この作品からガムランの影響を見ることができる、と論じられる（譜
例 1）。例えば PTNA の作品紹介では〈塔〉についてこのように記されている[金子 2008]1。 
 
















                                                        
1 PTNA 「金子一朗 ドビュッシー探求」 
http://www.piano.or.jp/report/01cmp/knk_dbsy/2008/08/01_4386.html 


























                                                        
2 煩雑さを防ぐため、以降「ジャワのガムラン音楽」を「ガムラン音楽」と記す。 
3 以降「1889 年パリ万博」と記す。 










トと思い出』）[Saint-Saëns 1900 p187-188]4 
 


























いる[安田 1999 p521]。 
 
                                                        
4訳：井上さつき 

























定することができないとしている[Sumarsam 2013 p92-96]。 














                                                        
5 Julien Tiersot(1857-1936)フランスの作曲家、評論家。西洋以外の音楽の研究を行った人物として知られ
る。中国やインド、日本、アメリカ、アフリカ等広範囲の地域の音楽に興味を持ち、エスノミュージック
のパイオニアとなった。"NOTES D'ETHNOGRAPHIE MUSICALE"の著者。 








































よる考察を参照したい。Arndt は " Der Einfluß der javanischen Gamelan-Musik auf 
Kompositionen von Claude Debussy"において、ガムラン音楽に影響を受けたと考えられる作
品に共通する特徴として以下を提示している。 




譜例 2.1 東洋の風 第一曲 1-13 小節 
 








これらの特徴は〈塔〉の楽曲を通して確認することができる（譜例 3 および譜例 1）。 
また Arndt は Tiersot によるガムラン音楽の特徴を取り上げており、「すべてのゴングを
同時に鳴らすと 9 の和音が鳴る」、「2 拍子や 4 拍子の曲はシンコペーションや三連符を含
むことが多い」、「五音音階の使用によって（使用する音組織が少ないため）ハーモニー上
                                                        
6 ガムランはスレンドロ、ペロッグといった 5 音音階を用いるため、音組織から作られる和音の種類は 12
音平均律に比べ限定される。またゴングの倍音を含む音色や、ゴングやベルのアンサンブルが持つ共鳴や
広がりを感じさせるハーモニーを模している和音のことも含めていると思われる。 






















1889-90 Fantaisie pour Piano et Orchestra 《ピアノとオーケストラのための幻想曲》 
1890   Tarentelle styrienne (Danse) 《シチリア風タランテラ（ダンス）》 




織はスレンドロ（譜例 4）と呼ばれるインドネシアの 5 音音階に近いという。 

















譜例 5《ピアノとオーケストラのための幻想曲》1-4 小節 
 
                                                        
7 この他に、Devoto はドビュッシーが「Bell のイメージ」としてこの旋律を使用している可能性を指摘し
ている[Devoto 2004 p52-55] 




譜例 6《シチリア風タランテラ（ダンス）》1-5 小節 
 











                                                        
8先に取り上げた Tiersot が挙げたジャワのガムラン音楽の「2 拍子や 4 拍子の曲はシンコペーションや三
連符を含むことが多い」特徴と一致する。 
















ートでは使用されない。ピアノパートでは前奏 3 小節、間奏 3 小節で使用された後、21-24







る[安田 2003 p50]。 











                                                        
9 該当箇所 歌詞(訳：筆者) 
Tout à l'heure déferlait 
L'onde, roulée en volutes, 
De cloches comme des flûtes 














1903 Pagodes 《Estamps》 《版画》より〈塔〉（パゴダ） 
1907 Cloches à travers les feuilles 《Images 2》 
 《映像 第二集》より〈葉ずえを渡る鐘〉 
1910 Voiles 《Préludes》 《前奏曲集 第一巻》より〈帆〉 
 
の 3 作品を、個別のパッセージにおいて影響を受けている作品として 
 
1889-90 《Fantaisie pour piano et orchestre》  
 《ピアノとオーケストラのための幻想曲》 
1897-99  Sirènes《Nocturnes》 《夜想曲》より〈シレーヌ〉 
1904 《L'isle joyeuse》 《喜びの島》 
1903- 05 Jeux de vagues 《La Mer》 《海》より〈波の戯れ〉 
1904- 05 Reflets dans l’eau/ Mouvement 《Images I》  
 《映像第 1 集》より〈水の反映〉〈運動〉 
1905- 08 Rondes de printemps 《Images pour orchestre》 
 《オーケストラのための映像》より〈春のロンド〉 
 











Tamagawa が『Echos from the East』(1988)で定義した 
 
1. Titles suggestive of the orient or exoticism 
2. Passages or formal structures built around ostinato techniques or large-scale repetition, including 
forms which are built on circular or symmetrical patterns rather than on the tonal logic of western 
music. 
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3. Pitch materials, motives or scales suggestive of gamelan. Aside from the few examples of direct 
borrowing, this mostly consists of the use of non-diatonic scales (whole-tone and pentatonic, 
among others) which suggest slendro and pelog tunings used in gamelan music, or at least scales 
and tunings which are different from the major-minor system. 
4. Timbres and tone colors evocative of the gamelan. The resonating piano is perhaps Western 
music’s closest approximation of the sound of the gamelan. Soft, pedalled, staccato notes, soft 
seconds, low fifths held in the pedal, and high, fast, ostinato-type figures all suggest aspects of the 
gamelan’s timbre. 
5. Textures reminiscent of layered gamelan texture. The most characteristic texture is a low, 
slow-moving, sustained gong sound, overlaid by a moderately moving melody in the middle range 






っても、このリストに加えられない作品がある点である。例えば Arndt は Vallas が Tombeau 
des Naïades 《Trois Chansons de Bilitis》（《ビリティスの歌》より〈ナイアデスの墓〉 
1897-1898 作、譜例 8）がガムラン音楽から影響を受けている可能性を指摘することに触れ
ているが、あまり考察を行わずリストから外している[Arndt 1993 p110]。 
 
 
譜例 8.1〈ナイアデスの墓〉1-2 小節 








譜例 8.2〈ナイアデスの墓〉3-6 小節 
 
また Hirsbrunner が提示する Pour que la nuit soit propice 《Six épigraphes antiques》（《6 つ
の古代碑銘》より〈夜が幸いであるために〉 1914-1915 作11、譜例 9）について、この作
品は Arndt の設定した条件を満たしているように見えるが、Arndt は低音域へのオスティナ
ートの配置、高音域の豊かでなさを理由に外している[Arndt 1993 p141-143]。 




                                                        
11 《6 つの古代碑銘》の元となる作品《劇付随音楽《ビリティスの歌》》は 1900-1901 年の作品であり、
1900 年パリ万国博覧会の直後に作曲されている。 




譜例 9〈夜が幸いであるために〉5-9 小節 
 
 
譜例 10〈水の反映〉25-28 小節 























ストラのための幻想曲》、1899 年に〈シレーヌ〉の 2 作品」を完成させ、「1903 年に〈塔〉
を完成させた」ことになる。14 年もの間にガムランから影響を受けたと考えられる作品は
2 つのみということになってしまうのである。ここに安田の挙げた作品を追加したとして
も 1889 から 1891 年の間に 3 作品、1899 年に 1 作品の計 4 作品に留まってしまう。 
 また 1889 年パリ万博から 1903 年〈塔〉完成までの 14 年という長さにも疑問を感じる。
                                                        
12 しかし条件を満たす度合いを緩和してしまうと、今度は際限なく可能性が広まってしまうジレンマもあ
り、一概におかしいとはいえないことを記しておく。 








































                                                        
13 2005 年 6 月 22 日に中部大学三浦記念ホールで行われるレクチャー・コンサートについての紹介記事よ
り抜粋。レクチャーコンサートが実際に行われたかは調査できていない。現代音楽に聴く１ 
http://fuchino.ddo.jp/chubu/kozakura2.pdf 








としている。また Arndt は Judith Gautier が 1889 年と 1900 年の 2 つのガムランアンサンブ






また 1900 年 9 月 1 日に発行された Le Figaro 紙にジャワのガムラン音楽が演奏されること
を紹介する記事がある14。 
 
« Les bayadères de Java viendrontelles à l’Exposilion de 1900?.. »  
―略― 
Eh bien ! la réponse est bonne: Les Javanaises viendront ! les Javanaises sont venues ! 
C’est au Théâtre Exotîque,dans le palais du Tour du Monde, qu'elles dansent au-jourd'hui, 
entre les colonnes sculptées d’un temple hindou. 
 
"ジャワの踊り子たちは 1900 年の展覧会に来るだろうか？" 
―略― 
ああ！答えは素晴らしい：ジャワの女の子が来る！ジャワの女の子が来た！ 














                                                        
14 Le Figaro (Paris) "LES Musiques bizarres à l'Exposition LE GAMELAN JAVANAIS" 1900 年 9 月 1 日発行 
15訳：筆者 














































東京音楽大学大学院 博士後期課程 博士共同研究 A  
2018 年度報告書《モデルと変容》 
19 
                                                                                                                                                                  










  1993  Der Einfluß der javanischen Gamelan-Musik auf Kompositionen von Claude 
Debussy (Frankfurt am Main: PETER LANG) 
 
Brent, Hugh  
1997  ''Claude Debussy and the Javanese Gamelan'' 
 
DeVoto, Mark 




  2005  Musical Encounters at the 1889 Paris Worle's Fair (NY: University of Rochester 
Press) 
 
Jensen, Eric Frederick 
  2014  Debussy. （New York: Oxford） 
 
Lesure, François 




  1962  Debussy: his life and mind Volume1 1862-1902. （Norwich: Jarrole & Sons） 
 
Lockspeiser, Edward 
  1965  Debussy: his life and mind Volume1 1902-1918. （London: Cassell and Co.） 
 
Mueller, Richard 
  1986  "Javanese Influence on Debussy's ''Fantaisie'' and beyond" 19th-Century Music Vol. 
10. No.2 (University of California Press) 157-186 
東京音楽大学大学院 博士後期課程 博士共同研究 A  
2018 年度報告書《モデルと変容》 
20 
                                                                                                                                                                  
 
Saint-Saëns, Camille 
  1900  Portraits et Souvenirs. (Paris: Société d'édition artistique) 
 
Sumarsam  
  2013  Javanese Gamelan and the West (NY: University of Rochester Press) 
 
Wheeldon, Marianne 
  2009  Debusy's LATE STYLE. （Bloomington: Indiana University Press） 
 
井上 さつき 
2009  『音楽を展示する パリ万博 1855-1900』（東京: 法政大学出版局） 
 
井上 さつき 
  1998  『パリ万博 音楽案内』（東京: 音楽之友社） 
 
岩田 隆 
  2005  『ロマン派音楽の多彩な世界 オリエンタリズムからバレエ音楽の職人芸ま
で』（東京： 朱鳥社） 
 
ゴレア, アントワーヌ（Goléa, Antoine） 
  1971  『不滅の大作曲家 ドビュッシー』 店村新次 訳 （東京： 音楽之
友社）[CLAUDE DEBUSSY, （Paris: Editions SEGHERS, 1966）] 
 
サイード, エドワード.W（Said, Edward W.） 
  1993  『オリエンタリズム』 今沢紀子 訳（東京： 平凡社）[Orientalism. （U.S. 
Pantheon Books, 1978）] 
 
ドビュッシー, クロード・アシル（Debussy, Claude Achille） 
  1977  『音楽のために ―ドビュッシー評論集―』 杉本秀太郎 訳 （東京： 
白水社）[Monsieur Croche et autre écrits. （Paris: Gallimard, 1971）] 
 
平野 繁臣 
  1999  『国際博覧会事典』（東京： 内山工房） 
 
ヒルスブルンナー, テオ（Hirsbrunner, Theo） 
  1992  『大作曲家とその時代シリーズ ドビュッシーとその時代』 吉田仙太郎 訳 
（新潟： 西村書店）[Debussy und seine Zeit. （Laaber-Verlag, 1981）] 
 
東京音楽大学大学院 博士後期課程 博士共同研究 A  
2018 年度報告書《モデルと変容》 
21 
                                                                                                                                                                  
安田 香 
  1999  「1889 年パリ万国博覧会におけるジャワの舞踊と音楽について」 『京都大
学 東南アジア研究(1999)』 36(4) 505-524 
 
安田 香 
2003  「ドビュッシーの 1890 年前後の作品におけるガムラン・モチーフの扱いにつ
いて」『岐阜聖徳学園大学紀要. 教育学部編 42』 37～51 
 
ルシュール, フランソワ（Lesure, François） 
  2003  『伝記 クロード・ドビュッシー』 笠羽映子 訳 （東京： 音楽之友社）






  1845  Les brises d'Orient (Paris: Bureau central de musique) 
 
Benedictus, Louis 
1889  Les musiques bizarres à la l'exposition (Paris: G. Hartmann 1889) 
 
Debussy, Claude 
1889  3 Chansons de Bilitis (Paris: E. Fromont) 
 
Debussy, Claude 
1903  Estampes (Paris: Durand & Fils) 
 
Debussy, Claude 
1903  Danse (Paris: E. Fromont) 
 
Debussy, Claude 
1905  Images 1ere série (Paris A. Durand 1905) 
 
Debussy, Claude 
n.d.  3 Mélodies de Verlaine (Paris: J. Hamelle) 
 
Debussy, Claude 
1915  6 Épigraphes antiques (Paris: Durand & cie) 
 
 
東京音楽大学大学院 博士後期課程 博士共同研究 A  
2018 年度報告書《モデルと変容》 
22 
                                                                                                                                                                  
Debussy, Claude 
1920  Fantaisie pour piano et orchestra (Paris: E. Fromont) 
 
Debussy, Claude 
n.d.  DEBUSSY KLAVIERWERKE  Ⅹ  FANTAISIE POUR PIANO ET ORCHESTRE 
Ausgabe für 2 Klaviere (Frankfurt, Leipzig, London, New York: Peters) 
 
 
